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1　概　　　　況

本市の自治体消防は、昭和23年3月の消防鍛練法施行に伴い、同年4月に「熊本市消防本部」を市庁舎内に設

置し、消防事務を開始したのがその始まりであり、以来、幾多の制度や機構改編の変遷を経て、現在では、市民

に最も身近な防災機関として、消防業務を展開している。

一方、明治以来、永年の歴史ある消防団は、平成3年の合併を契機に団負数も3,830人(条例定数)と、全国で

も屈指の消防団となり、常に常備消防と連携を図りながら、地域防災の担い手として、住民の安全確保に献身的

な努力を重ねている。

平成7 ・ 8年度は、阪神・淡路大震災の数々の教訓を踏まえ、地震災害への対応力の強化のために、地震災害

消防計画及び熊本市地域防災計画を抜本的に見直し、各種の震災対応車両や防災資機材、救助資機材の整備、更

には広域応援体制の確立など鋭意取り魁んでいる。

また、消防近代化事業としての、 「消防司令管制システム」の構築もいよいよ稜働の時期を迎え、災害発生点を

瞬時に検索するシステムの導入などにより、消防隊、救急隊の活動体制もより迅速化され、災害への即応体制も

強化される。

災害は、時と場所を選ばず、発生初期の段階での地域住民による消火や救護等の活動が被害の軽減に非常に有

効であり重要であることから、消防局では、そうした、住民が主体となった活動ができるように、町内会や自治

会を単位とした自主防災クラブの育成や、救急救命のための応急処置技術を広く市民に普及啓発する救急ボラソ

ティアの育成事業、更には高齢者等の災害弱者を災害から守るための、住宅防火意識啓発事業を積極的に進める

など、市民と消防が一体となって、総合的な消防力を強化し、 「災害に吏い安全な都市」を目指している。

(1 )主要事務事業

「災害に強い安全な都市」の実現のために、事務事業の推進を図っている。

ア　市民の防災意識の啓発

①　自主防災クラブ育成事業

「自分で守る・みんなで守る　私たちのまち」を合い言葉に、市民の防災意識の普及啓発を図るととも

に、災害時の初期の活動ができる範線を確立し、 「災害に鼓い人づくり・まちづくり」を進めていくもの.

②　救急ボランティア育成事業

大規模災害時はもとより、平常時においても地域住民等による初期の救急救命活動が非常に重要である

ことから、救急ボランティアを育成・登録するもの。

③　住宅防火意識啓発事業

住宅火災、震災等から災害弱者を保護するために、福祉機関と連携しながら、住宅を訪問し、防火・防

災意識の高揚を図るもの。

イ　災害対応力の強化

①　耐震性貯水槽・備蓄倉庫整備事業

震災時等に確実に使用できる水利として、また、飲料水としても使用できる耐震性貯水槽と、初期消火

・救助用具等を収納する備蓄倉庫を併設することで、地域の自主防災の拠点としての位置づけを明確にす

るもの。
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②　消防司令管制システム整備事業

危機管理の基礎である情報管理体制の確立を図るため、平成9年度の運用開始に向けて整備を進めるも

の。

③　地域防災拠点整備事業

防災のコントロールセンターとしての消防署及び地域防災の拠点である消防出張所を整備し、機能を憩

化することで、災害対応力の強化、充実を図るもの。

④　消防車両・資機材の整備事業

災害防御力の充実を図るため、機能が低下した消防車両を最新鋭のものに更新し、また、資機材の整備

を進めるもの。

り　消防団の充実強化

①　消防団活性化事業

地城に密着した消防団との連携をさらに強め、施設・資機材等の整備をはじめ、操法大会の実施などに

より消防団の活性化を図り、災害に対する消防力の更なる充実を図るもの。

(2)消防職員・消防車両等配置状況
(平.4.1現在)

区 分

局 署 別

A * 車 両

消

防滑 柄 滑 滑 潤 消 消 m そ

の

計

ポ メ #6 屈 S c 高 化 未 支 輿
書
罪
負
火 司 ffi ォ 救 広 & 良 そ

計
防

正
防
防

司

令

防

司

防

司

蝣ft

防

士

防

刺

士

防
他

の

lL/

.ブ

ン′

ク
千
*f

ォ

千

助

工

作

発

M
早 檀 a

対
応
多
目

資
歳
ォ
檎

輿

調

査

・ff m
方

支

K

負
a

査

ォ

忠

ffi

導

震 の
&

初

隻 監 長 令 M 長 長 士
義

A
辛 辛 * 辛 革 革 革 辛 辛

的
事
遺
草 革 革 奉 革 辛 革 革 辛 他

m

捻 計 1 4 14 33 86
lot

(1)
82
加7

09
4
628

04)
13 10 3 2 3 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 20 12 1 1 23 102 1

潤

防

局

稔 務 舞 1 3 2 4 ll 15
13

(2)
1
50

(2)
1 3 4

消 防 広報 室 1 2 5 1
2

2)

ll
(2)

1 1 1 3

予 防 課 2 3 6 10
l

(1)

22
(1)

1 2 3

消 酪 汲 1 2 3 2
1

tい

9

…
0

救 急 救助 果 2 1 4 1
1

(い

9

…
1 1 1 3

通 偉 薄命 琳 1 3 3 9
2

(1)

18

(1)
1 1

計 1 3 9 15 32 38 0
20

(8
1
119

(8)
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 5 1 1 4 14 0

中

央

捕

防

義

本 署 1 1 5 6
28

(1)
7
29

(2)
1
78

3)
3 1 1 1 1 1 1 2 3 1 15

清 水 出草所 2 4 6 8 2 0 1 1 1 1 4

池 H サ 2 5 6 7 2 0 1 1 1 3

m 2 7 3 8 .2 0 1 1 1 1 3

* as 2 5 6 7 2 0 1 1 1 3

汁 1 1 .5 14
49
(1)
28
59

(a
1
158

3)
4 3 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 6 3 . 0 0 5 28 0

酉

消

防

署

* * 2 6 8 23 5
28
(刀
1
73

Cl)
1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 14

新 港 分 署 2 3 5 1 ll 1 1 1

島崎 出張所 2 6 3 9 2 0 1 1 1 3

南熊本 ′′ 2 7 5 6 2 0 1 I 1 3
田 崎 ′′ 2 7 7 6 22 1 1 1 1 1 5

小 鳥 ′′ 2 8 4 6 2 0 1 1 1 3

川 尻. ′′ 2 5 4 9 2 0 1 1 1 3

河 内 ′′ 2 5 2 9 18 1 1 1 3

飽田天明 ′′ 2 4 7 7 2 0 1 1 1 3

計 2 8 25 70 37
81

(2)
1
224

2)
6 4 1 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 9 2 0 0 9 33 1

*
耳
潤
防
義

本 署 2 5 9 21 8
22

(1)
1
68

(1)
2 1 1 1 1 1 2 2 2 13

出水 出張所 2 8 3 6 19 1 1 1 3

r m ′ 2 5 4 9 2 0 1 1 1 3
小 山 ′′ 2 6 2 10 2 0 1 1 1 3

吾十 2 5 15
40

(0)
17
47

(1)
1
127

(1)
3 3 i 0 1 0 0 0 0 0 0 0 I 1 0 5 2 0 0 5 2 2 0

(注)定員631人　実見628人　(うち7人派遣、 11人消防学校初任科入校中)
( )は女性消防士を再掲
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(3)各種協定の状況

協定等の種別 協定先の市町村等 業 務 の 種 類 締 結 年 月 日
熊本県市町村消防相互応 熊本県下全市町村 火災 . その他の災害 昭和46年 4 月 1 日
援協定 (救急を除く)

在肥 票差甑 おける消 熊本県内の九州 自動車
道沿線市町 . 消防範合

火災 .救急 昭和46年 6 月30日

新熊本空港と熊本市の消
火救難活動に関する協定

熊本空港 火災 .救急 昭和46年 4 月 1 日

火災報知用専用直通電話

に関する協定

上益城消防抱合 災害通報の転送 . 昭和52年 6 月 3 日
字城広域消防範合 災害通報の転送 昭和61年 1 月27日
高遠原甫消防抱合 災害通報の転送 平成 2年 4 月 1 日

山鹿鹿本広域行政事務魁合 災害通報の転送 平成 5年12月10日
菊池消防風合 災害通報の転送 平成 6年 4 月.1 日

熊本県地域救急医療情報 熊本県 情報センターの管理及び 昭和54年12月10日
セ ンターの管理運営に関
する協定

運営

都市ガス災害対策に関す 西部ガス株式会社熊本 都市ガスに関する火災 . 昭和58年 10月21日
る申し合わせ 支店 爆発及び滞えい事故の防

止及び鎮圧
武蔵 ケ丘地区の消防相互 菊池西部地区消防阻合 火災 平成 2 年 4 月 1 日
応援に関する覚書 菊池南部消防範合

救急救助活動に関する消
防相互応援協定

熊本県下全市町村 救急救助活動 昭和61年12月 5 日

大規模特殊災害時におけ 各都道府県の市町村 調査.火災 .救助.救急救 昭和62年 8 月22日
る広域航空消防応援 援 也場(消防ヘリの要請)

海上における船舶火災の
消火活動に関する業務協定

三角海上保安部 火災 .海難 . 災害救助等 平成 4 年 5 月 1 日

高規格救急自動車の運用 熊本市医師会 .熊本地 救急 平成 6 年10月20日
に係る協力に関する覚書 域医療センター
救急救命処置に関する覚書 熊本赤十字病院 救急 平成 8 年 4 月 1 日

2　火　災　統　計

(1 )火災発生状況
(平成7年)

区 分

月

出
火
件

火 災 種 別 焼
損
樵

り災 状 況 死

者

負

傷

焼 損 面 績
損 害 額

(千 円 )
J8 柿 草 m そ 世 人 a 林

数
物 野 両 舶 の

他

数
育 負

者 物
Cn D

野
( a )

1 18 1 4 3 1 1 7 16 3 8 2 2 5 3 0 1 2 3 ,3 2 7

2 2 5 18 2 5 2 2 20 3 4 3 6 6 3 l l ,2 7 6

3 2 2 1 9 1 2 2 2 15 3 4 1 1 3 0 5 1 0 ,4 9 6

4 1 7 1 4 2 1 1 9 12 3 6 2 9 7 5 ,8 7 0

5 18 1 5 1 . 2 2 2 20 6 2 6 5 7 1 5 ,5 10

6 1 5 1 5 1 6 1 0 2 0 4 2 0 4 7 ,1 2 5

7 1 5 8 4 3 1 4 12 2 6 2 5 0 2 2 8 ,1 5 5

8 2 6 19 3 4 2 2 14 4 1 3 2 4 6 5 ,6 4 4

9 1 3 9 1 3 1 2 9 1 9 3 4 0 1 5 ,4 2 7

1 0 1 7 1 2 4 1 1 4 14 3 5 6 10 4 6 ,9 7 9

l l 2 1 1 7 3 1 1 8 13 2 7 1 2 4 0 6 ,3 7 7

1 2 3 4 2 0 7 7 2 6 17 4 5 6 7 13 3 6 ,5 0 0

計 2 4 1 1 8 0 3 1 3 0 2 2 4 1 72 4 1 7 3 3 1 4 ,8 6 2 1 . 1 6 2 ,6 8 6

6 年 2 1 5 1 5 2 3 34 2 6 2 3 3 1 6 9 4 7 4 15 3 2 6 ,9 5 6 5 5 2 6 9 ,5 19

5 1 9 8 1 5 0 2 5 1 2 2 2 1 6 1 68 4 5 4 8 2 9 5 ,4 5 2 2 5 2 ,2 6 0

4 1 7 7 1 3 5 1 2 1 2 0 2 0 1 1 26 3 3 1 l l 2 2 4 ,5 0 0 1 0 1 6 0 ,7 2 0

3
1 8 2 1 48 2 1 1 3 1 9 4 1 5 9 4 4 4 4 2 9

3 ,5 4 7
2

1 1 9 ,8 8 2
(1 ) (1 ) (1 ) ( 1 ) ( 1) C 10 1) (5 7 8 )

(荏)　(　　)内は旧受託町を再掲
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( 2)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円)

午

原 因

3 4 5 6 7

件

数

損

虫
日

顔

件

数

撹

虫
口

顔

件

数

損

皇
C3

顔

件

数

損

虫
P3

額

件

ft

損

金
日

額

た ば こ 9 3 ,787 2 3 19 ,958 2 2 30 ,21 3 2 5 3 0 ,48 1 28 20 ,0 47

た き 火 1 250 1

火 遊 び 1 5 8 ,717 1 5 5 ,78 2 6 8 ,53 6 8 3 ,8 6 4 8 4 ,8 22

>し.一.
ん

ろ

こ ん ろ 8 2 ,753 2 3 ,8 3 9 6 1 ,8 6 6 7 50 1 9 1 ,9 69

天 ぷ ら 油 2 7 9 ,903 2 3 5 ′60 4 2 4 55 ,69 2 2 3 2 0 ,80 4 4 3 12 ,5 38

放 火 (疑 含 ) 2 5 4 ,527 2 0 12 ,8 2 7 5 1 24 ,16 3 3 9 4 0 ,73 5 5 0 3 1 ,6 0 1

風 呂 か ま ど 4 1 ,042 3 2 ,924 3 8 78 2 6 3 8 2 48

ス ト ー ブ 1 4 12 ,016 9 ll ,38 3 9 12 ,2 15 9 4 4 ,95 6 ll 4 1 ,3 42

マ ッ チ . ラ イ タ ー 2 623 2 7 ,6 13 5 178

煙 突 . 煙 道 1 38 1 3

電 灯 . 電 話 配 線 8 1 ,449 2 3 0 3 23 0 6 6 ,56 6 5 4 ,3 68

電 気 癖 器 9 10 ,919 1 6 2 ′208 7 7 ,36 2 17 3 ,25 2 2 140

焼 却 火 4 8 6 1 2 4 13 4 4 ,048 .15 10 ,4 18 16 8 ,189

不 明 2 7 55 ,287 2 4 5 2 ,62 7 3 1 64 ,43 3 2 2 7 1 ,42 8 17 13 ,53 1

そ の 他

合 計

2 9

18 2

(1)

8 ,523

119 ,8 82

(578 )

26

177

3 5 ,5 12

16 0 ,72 0

3 0

198

42 ,58 6

252 ,26 0

4 2

2 15

3 6 ,45 1

26 9 ,5 19

3 8

24 1

23 ,7 10

1 62 ,6 86

(注)　(　)内は旧受託町を再掲
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(3)火災・警戒等の出場状況

署 別

種 別

計 中 央 署 西 署 健 軍 署

火 災

件 数 24 1 6 3 9 6 8 2

出 場 車 両 1,76 6 47 6 7 7 3 5 17

出 場 人 員 6′03 0 1 ,62 3 2 ,7 2 4 1 ,68 3

響

戒

焼却火の

紘 .大 等

件 数 59 1 9 2 2 18

出 場 車 両 27 9 8 1 11 5 8 3

出 場 人 員 83 7 25 9 3 3 4 24 4

誤 認

虚 報

件 数 54 1 2 2 3 19

出 場 車 両 32 1 68 14 3 11 0

出 場 人 員 1,12 3 21 5 48 4 42 4

自火報の

ベル作動

件 数 44 1 0 2 2 12

出 場 車 両 19 5 4 0 10 5 5 0

出 場 .人 員 75 4 16 1 33 9 25 4

交通事故

に よる油

滴 え い

件 数 45 1 5 1 2 18

出 場 車 両 16 2 5 0 3 0 8 2

出 場 人 員 53 9 16 1 17 0 20 8

そ の 他

件 数 81 2 7 2 7 2 7

出 場 車 両 39 2 11 9 13 5 13 8

出 場 人 員 1′15 4 36 2 42 7 36 5

小 計

件 数 28 3 8 3 10 6 9 4

出 場 車 両 1,34 9 35 8 52 8 46 3

出 場 人 員 4,40 7 1 ,15 8 1 ,75 4 1 ,49 5

災 害

件 数 0 0 0 0

出 場 車 両 0 0 0 0

出 場 人 員 0 0 0 0

応援協定 に よる

出 場

件 数 1 1 0 0

出 場 車 両 5 5 0 0

出 場 人 員 19 19 0 0

合 計

件 数 525 147 20 2 17 6

出 場 車 両 3 ,120 8 39 1 ,30 1 98 0

出 場 人 員 10 ,4 56 2 ,8 00 4 ,47 8 3 ,178
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3　救急・救助統計

(1)救急活動の状況.

(平成7年)

区分

月

出 場

回 数

* & a so 搬 送 人 員 不搬送

件 数

火

輿

自

然

輿

虫
ロー

水

m

交

過

労

働

輿

壷
.コ

運

動

戊

技

般

負

」

加

虫
I;

自

損

行

為

急

柄

そ

の

他

罪 女 計

1 1,398 1 203 4 6 139 10 9 845 181 715 608 1,323 109

2 1,067 5 198 5 4 101 7 2 590 155 576 423 999 90

.3 1,290 1 1 245 14 9 108 13 8 725 166 663 520 1,183 125

4 1,141 277 12 4 139 ll 13 553 132 629 484 1′113 86

5 1,263 266 15 21 123 13 13 668 144 88g 547 1,236 87

6 1,108 4 239 8 13 115 12 20 568 129 606 437 1,043 92

7 1,139 1 1 240 12 14 127 12 16 586 130 573 495 1,068 98

8 1,182 4 4 273 6 12 127 10 14 605 127 624 50g 1,133 87

9 1,162 1 1 2 271 12 21 115 15 20 561 143 622 492 1,114 87

10 1,223 4 ㌶6 10 ll 124 5 21 612 150 628 552 1′180 83

ll 1′191 1 266 g 14 116 10 7 636 132 647 495 1,142 87

12 1,393 5 273 16 6 152 22 14 756 l遵g 741 562 1,303 120

計 14 ,557 27 1 8 3,037 123 135 1,486 140 157 7,705 1,738 7,713 6,124 13 ,837 1,15 1

6 年 13,374 30 12 2,8 143 183 1,313 139 173 6 ,782 1,606 7,090 5,681 12 ,771 1,046

5

4

3

13 ,036

12,489

18

15

46

10

6

2,994

3,007

121

140

148

127

1.284

1,224

137

130

147

132

6 ,656

6,305

1,521

1,403

7,008

6,643

5 ,469

5 ,280

12 ,477

ll,923

1,002

1,028

12,350 19 6 3,017 143 168 1,251 144 134 、6,061 1,363 6,602 5,258 ll,860 967

68) (13 (6) (39 (10 (36) (32 68) (6)

(注)　(　　)内は旧受託町を再掲

(2)救助活動の状況
(平成7年)

事故 火

災

交 求 自 機る 建る ガ酸 爆 そ m

計

種別 通 難 然 械事 物事 ス欠 発
の件数 事 事 災 に故 に故 及事 辛

及び人員 故 故 虫
F]
よ よ び故 故 也

救助出場件数
(件 ) 208 61 2 1 4 9 ll 2 96

救助活動件数
(件 ) 73 35 2 3 6 8 127

救 助 人 員
(人) 2 42 2 4 6 8 64
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4　消防広報

(I )広報活動状況回数
(平成7年度)

車両による 防火斑撫導 幼年消防ク 少年消防ク
防火広報 く救急法、 ラブ指導 ラブ指導

消火訓練、
防火講話)

(同 左) (同 左 )

21,717 151 644 157

(2)広域防災センター入館状況
(平成7年度)

to 一 般 合 計

503団体 26 ,934人 4 ,755人 31,689人

(3)消防音楽隊活動状況
(平成7年)

消防関係 市 関 係 県 関 係 そ の 他 合 計

ll 22 6 13 52

5　予　　　　防

( =危険物製造所等
(辛.4.1現在)

製 造 所 2

貯

義

所

屋 内 貯 蔵 所 167

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 52

屋 内 タ .ン ク 貯 蔵 所 44

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 389

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 2

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 103

屋 外 貯 蔵 所 21

小 計 778

取

級

所

給 油 取 扱 所 451

販 売 取 扱 所 9

一 般 取 扱 所 162

み .な し 移 送 取 扱 所 -

小 計 622

総 計 1′402

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種別

年度
新 築 増 築 改 築 移 転 修 繕 模様替え 用途変更 計画変更 合 計

3 2,063 250 3 2 2 10 7 2,337

4 2 ,257 301 3 3 4 13 6 2,587

5 1′915 271 8 3 1 12 16 2,226

6 2,181 277 1 1 2 ll 21 2,494

7 1,879 240 7 2 3 9 33 2,173
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(3)防火対象物現況
(平8.4.1現在)

署 別

項 別

中 央 消 防 署 酉 消 防 署 健 軍 消 防 署 計
合

法 8 条 法 17粂 法 8 粂 法 17粂 法 8 条 法 17条 sfe S -'蝣> 法 17 条

該 当
(1種

～ 3種 )

該 当

U S )

該 当

(1種

～ 3種 )

該 当

( 4 種 )

該 当

(1種

-38 )

該 当

( 4 種 )

該 当

(1種

～ S糧 )

該 当

( 4 種 )
計

1

イ 劇場、映画館、演芸場 1 4 5 10 10

ロ 公 会 堂 、. 集 会 場 20 2 31 8 24 75 10 8 5

2

イ
キ ャバ レー、 カフ ェー

ナ イ ト ク ラ ブ
3 1 3 1 4

ロ 遊技場、 ダ ンスホール 35 1 44 42 1 12 1 2 123

3

イ 待 合、 料 理 店 3 15 2 3 1 21 3 24

ロ 飲 食 店 6 1 ll 17 1 17 115 22 347 50 397

4
百 貨 店 、 三 一 ケ ツ ト

展 不 場
15 1 39 222 56 2 18 44 591 139 730

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 5 0 23 59 48 40 22 149 93 242

ロ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 22 4 2 ,003 223 1′545 312 2 ,338 759 5 ,886 6,645

6

イ 病 院 、 静 療 所 等 108 71 106 107 90 96 304 274 578

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 等 5 3 90 1 69 212 1 2 13

ノ、 幼 稚 園 、 養 護 学 校 2 1 2 1 19 61 6 1

7 小 、中、高、大学、各種学校 7 7 2 74 63 1 214 3 2 17

8 図 書 館 、 博 物 館 5 5 1 1 ll 1 12

9

イ 蒸 気 、 熱 .先 浴 場 38 ll 1 1 39 12 5 1

ーコ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 2 13 1 9 8 3 30 33

10 停 車 場 1 3 2 3 3 6

ll 神 社 、寺 院 、教 会 2 0 15 32 2 3 14 10 66 48 114

12

イ 工 場 、 作 業 場 2 4 138 68 357 25 22 0 117 7 15 832

ーコ 映 画、 テ レビス タ.ジオ

13

イ 辛 .庫 、 駐 車 場 4 ll 6 48 1 2 3 ll 82 93

ロ 格 納 庫

14 倉 庫 2 1う5 27 44 1 12 36 5 41 94 1 982

15
前 各 号 に 該 当 しな い

事 業 所
14 2 199 188 227 142 283 472 70 9 1 ,18 1

16

(16

17

イ 複 合 用 途 37 3 169 50 1 17 2 334 208 1 ,208 549 1 ,757

巨

の2)

イ 以 外 の 複 合 用 途

地 下 街

重 要 文 化 財

88

4

1,46 8

227

2

72

2

2 ,006

197

2

96

2

1 ,628

30 2

1

256

8

5 ,102

726

5

982

13

18 ア ー ケ ー ド 2 4 2 8 8

合 計 3 ,064 3 ,27 7 3 ,95 0 10 ,29 1 15 ,393

(注)　法8条該当(1種～3種)　防火管理者を必要とする防火対象物
法17粂該当(4種)　　　　消防用設備等を必要とする防火対象物で防火管理者を必要としないもの
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(4)中高層建築物の現況
(平7. 5.31現在)

階 数

防 火 対象 物 別

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 2 5 計

蛋

15 m

* SI

15 m
以 上

31 m
* m

3 1m

を超

え ろ

もの

1
イ 劇 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 3 2 5 1 1 4

ーコ 公 会 堂 、集 会 場 3 2 5 2 1 4

2

イ
キ ャ バ レー 、 カ フ ェー

ナ イ ト ク ラ ブ
1 1 2 1 1 1

p 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル 7 4 2 2 1 16 3 6 10

3

イ 待 合 、 料 理 店 1 1 2 1 1

P 飲 食 店 34 3 1 13 2 3 2 7 9 2 4 7 3 1 59 2

4
百 貨 店 、 7- - ケ ヅ ト

展 . ボ 場
49 18 8 2 1 1 7 9 2 5 3 9 40

5

イ 旅 館、 ホ テ ル 30 13 16 17 4 4 8 5 2 1 lo o 3 0 28 63 9

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 8 93 6 65 77 8 1 78 43 3 9 43 8 7 13 1 1 ,948 38 1 ,44 6 4 63 3 9

6

イ 病 院、 静 療 所 120 47 33 14 8 3 1 22 6 3 1 10 6 117 3

p 福 祉 、 救 護 施 設 6 3 1 10 2 5 5

ノ、 幼 稚 園

7
小 、 中 、. 高 、 大 学 、

各 種 学 校
10 1 27 13 3 1 1 1 14 7 15 38 106 3

8 図 書 館 、博 物 館 3 3 1 3

9
イ 蒸 気 、熱 気 浴 場 23 3 3 1 1 3 1 5 19 12

由 イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場

l l 神 社 、寺 院 、教 会 3 3 2 1

12

イ 工 場 、 作 業 場 20 4 3 3 3 0 5 9 2 1

ロ 映 画 、 テ レ ビ ス タ ジ オ

13
イ 車 庫 、 駐 車 場 3 3 3 1 10 2 4 6

ロ 格 納 庫

14 倉 庫 14 4 18 9 9

15
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 所
157 63 3 1 2 9 2 6 22 8 1 2 1 1 1 34 2 7 5 1 10 205 27

イ

16

ロ

(16の2)

17

複 合 用 途 379 192 11 9 6 5 4 9 17 18 10 3 1

9

1

15 2 1

85 4 193 37 1 46 5 18

イ 以 外 の 複 合 用 途

% T ffi

重 要 文 化 財

188

i

78

1

3 3

1

3 1

2 52

ll

18 2

7

100

8

8 9

5

65

2

18

36 3

3

19

3

20 2

2 ,4 29

15 5

3

6

10 7合 計 2 ,039 1 ′16 2 35 5 4 ,28 9 4 98 1,75 3
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6　緊急通信状況
(平成7年)

着信

種 別
1 1 9 番 警察電話 加 入電 話 かけつけ 自己覚知 事後 聞知 そ の 他 合 計

火 617 1 6 3 22 6 655

救 急 14 ,667 101 191 117 115 37 15 ,228

そ の 他 の 災 害 101 12 8 5 9 4 6 253

回 線 試 験 22 ,178 22 ,178

転 送 416 4 16

い た ず ら 2 ,38 2 2 ,382

ま ち が い 2 ,418 2 ,4 18

病 院 紹 介 1,635 1,47 0 ー 3 ,105

そ の . 他 9 ,948 9 ,948

着 信 合 計 54 ,362 114 1,752 129 115 22 8 9 56 ,583

7　消防水利状況

(平.4.1現在)

区 域

種 別

」

計

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 革 消 防 署

本 清 也

m

北 本 新分 良 育

熊
本

田 小 川 飽天

田

.明

河 本 也 託 小

辛 水 田 部 普 港署 埼 崎 良 尻 内 普 水 蘇 山

潤
火

栓

公 設 12,370 1,076 606 350 798 505 516 1 577 840 687 692 1,026 150 395 1,780 945 727 699

& B . 151 26 13 9 2 6 9 3 4 1 13 5 18 23 6 7 6

防

火

水

そ

ラ

公

設

40 ri
以 上 307 4 8 .7 19 39 1 16 19 13 3 16 42 41 31 18 9 21

20~ 40
d 未満 174 2 7 3 16 9 7 14 14 4 46 12 17 8 4 ll

私

設

40 ri
以 上 163 3 3 9 ll 16 9 30 2 1 12 1 18 17 24 7

20~ 40

nl* iS
87 2 5 12 5 12 3 1 4 5 1 14 4 12 7

ヅ l ル 140 21 4 6 10 4 7 3 7 7 8 7 2 9 29 7 4 5

池、 泉 水 等
40 id 以 上 29 3 3 3 1 2 5 6 2 3 1

8　消　　防　　団

(1)組　　　　織

市　長

1団　　73分団(定員) 3,830人

消防団(同本部)　　　分　団

部」≡

(田長一副団長) (分団長一副分団長) (部長)
lI

熊本県消防協会
熊本市支部
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(辛.4.1現在)

火先丑

ポンプ班

警戒班

(班長)



(2)団員及び消防ポンプ数
(平8.4.1現在)

階 級 別 団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 斑 長 団 員 計
消防ポンプ
自 動 車

小型動力ポンプ
付 積 載 車

小型動力
ポ ソ プ

現 在 数 1 10 73 73 146 432 2 ,678 3,4 13 4 123 67

(3)報酬及び費用弁償
(平8.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班 長
そ の 他

の 団 員

報 酬 年 額 (円) 65,0 0 0 5 3 ,0 0 0 3 7 , 00 0 3 1 ,0 0 0 2 3 ,0 0 0 2 2 ,0 0 0 2 1 ,0 0 0

区 分 費 用 弁 僚 額 (円)

訓 練 出 動 1 回に つ き 2 ,40 0

研 修 、 講習 又 は訓 練 のた め本 県 消防 学 校 に入校 した とき 日 額 4 ,00 0

(荏)　水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償(8年度予算額25,980千円)
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